23. Elimination of Fast Variables in Stochastic Processes by 落合, 萌 & 山崎, 義武
Title23.Elimination of Fast Variables in Stochastic Processes(パターン形成,運動と統計,研究会報告)
Author(s)落合, 萌; 山崎, 義武








23.Elimination ofFastVariables in StochasticProcesses
湘北短大 ･電子 落 合 萌
東北大 ･工 山 崎 義 武
多体系の緩和過程を確率論のダイナミックスで論じ,集団運動の径路とそのまわりのゆらぎ
のふるまいを調べる｡scalingexpansionmethodl)によりマスター方程式に含まれる各種















































































∂T 一再 pJ f,p (f ,THEl芸p2 (f ,p(f , I)
∂
(7 )
を拾 うことができる｡ スケーリングの思想を導入し,確率論における緩和過程の一般化を行 う
ことによって初期の目的を果すことができたことは新しい｡ここでもやはり現象の階級制度が
成 り立ち,しかもそれが下魁上的構造を持っことが明らかにされたことは重要であろう｡
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